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職者数が激減したという成果も報告されました。
建替えは、設計・発注支援・プロポーザル支援
などをコンサルティング会社に委託し、「従来の
鉄筋コンクリートではなく、規格品、既製品で
の建設も視野に入れている」との説明でした。「統
廃合回避、小学校を減らさない」「教職員の負担
軽減」という効果に注目しましたが、残念なが
ら実態は、義務教育・学童保育・社会教育それ
ぞれの専門性を軽視した「連携」「統合」であり、
「公共施設面積の縮減」という大目標が最優先さ
れていることがあきらかになりました。
　とば市議は「子ども・教員・地域住民のねが
いから出発していないことは残念だ。天理市は、
コスト削減のための企業の提案について、地域
住民に対して説明会を開いて説得してきた。学
校を統廃合しないかわりに、公民館は学校に吸
収され、平日昼間の活動は縮減されることにな
ってしまった。得をするのはコンサル会社であ
り、公共政策や施設整備で何より重視すべき住
民の最善の利益は二の次になっていた」と厳し
く指摘しました。
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　人口減少・少子高齢化・財政難・施設の老朽
化が進むなか、政府は2014年以降、全国の
自治体に「公共施設等総合管理計画」の策定を
求め、施設の総量縮減と長寿命化・効率化を促
すとともに、PFI（民間資金活用）やPPP（官
民連携）の活用も推進しています。小学校、中
学校及び高校の統廃合が加速し、2002年以降、
全国で約8580校が廃校となりました。
　そうしたなか、党市議団は、奈良県天理市（人
口約6万人・小学校9校・中学校4校）が学
校の統廃合を避けるために導入した「学校３部
制」に注目し、7月 29日にとばめぐみ、金子
あきよの両市議が視察しました。
　この制度は、学校を統廃合しないことを掲げ、
学校を地域の拠点と位置づけ、第1部「通常
授業」、第2部「学童保育・アフタースクール」、
第3部「公民館活動・多世代交流」の3部構
成としたしくみです。2024年度から市内全小
学校で全面導入し、2025年度には山の辺小学
校・柳本小学校の老朽化校舎建替えで、3部制
に対応した新校舎整備が開始される予定です。
　学校教育を「第1部」に特化することで教
員が授業に集中できる体制を整備し、過重労働
の緩和をめざし、2024年度には教員退職・休

　7月 20日、埼玉県原爆被害者協議会（しら
さぎ会）主催の「埼玉県原爆死没者慰霊式」が
浦和コミュニティセンターホールで開催され、
党市議団から池田めぐみ、金子あきよ、とばめ
ぐみの各市議が参加しました。この慰霊式には
大野元裕県知事、清水勇人市長も参加し、それ
ぞれのメッセージを読みあげました。
　式典では、県立浦和高校の生徒が「広島への
修学旅行の事前学習として被爆体験を聞くとり
くみを通じて平和への願いと決意を強くした」
と語りました。また、秩父ユネスコ協会の高校
生が韓国高校生との文化交流を通じて、韓国人

被爆者の実相を知った貴重な経験について発言
しました。
　金子市議は「若いみなさんが『核のない平和
な世界をつくるために努力し続ける』と決意を
述べていることに大きな希望を感じた。さいた
ま市でも引き続き平和と核兵器廃絶のとりくみ
を市民とともに進めていきたい」と話しました。

　義務教育学校「武蔵浦和学園」（南区）の
建設事業が、今年2月に続いて5月の入札
も不調となりました。そのため、当初計画さ
れていた2028年４月の開校が見込めない
状況です。教育委員会は7月 13、14日に
保護者・地域住民に対する説明会を開き、今
後、事業者に対する聞き取りをおこない、設
計金額・工期や発注方法について検討、工事
発注に向けた対応策が整いしだい、議会へ予
算関係議案を提出すると説明しています。現
時点では約220億円とされている総事業費
が、大幅に上積みされることが予想されます。

　この入札不調の事態を受けて、6月議会
に、義務教育学校計画を見直し校舎併設型の
小学校中学校を建設することを求める請願が
地域住民から提出され、党市議団は紹介議員
となって採択を求めました。請願は不採択と
なりましたが、このまま建設が大幅に遅れれ
ば、当該地域の学校の過密状態と教室不足が
放置されることになってしまいます。住民団
体とともに運動を進めてきた金子あきよ市議
は「子どもたちの最善の利益を守るためにも、
あくまで計画の見直しを求めていきたい」と
話しました。

奈良県天理市

「学校3部制」を視察

2度目の入札不調 義務教育学校「武蔵浦和学園」
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市議団ニュースは政務活動費で作られています

　住民の立場から、医療・介護・子育て・福祉・税・
教育などの社会保障制度の改善を要望し、さい
たま市の各担当課との話し合い（懇談）を通じ
て課題を明らかにすることが目的で、地方自治
体として国の制度に従うだけでなく、独自施策
や地域特性に応じた柔軟な対応と、福祉の向上
のための積極的な役割を果たすよう働きかけて
います。
　国民健康保険税の税額軽減や運用改善につい
て、市は「制度は国基準に忠実」との姿勢を強
調し、柔軟な対応はみられませんでした。介護
や障がい者福祉については、参加した市民か
ら「実態把握が不十分」との指摘がありました。
実態を把握し、施策が求められます。子どもの
医療費助成や高齢者の補聴器助成を求める声に
関しても、市は慎重な対応に終始しました。特

　7 月 22 日、埼玉県社会保
障推進協議会（県社保協） の
「2025年度自治体要請キャラ
バン」がおこなわれ、党市議団
からとばめぐみと池田めぐみの
両市議が出席しました。

　この日は手
話通訳と要約
筆記の情報保
障をしたうえ
での懇談とな
りましたが、
要約筆記をは

　保健福祉委員会の新年度の研究テーマは「情
報コミュニケーション」です。7月22日、難聴・
中途失聴者の方とさいたま市の意見交換会につ
いて、保健福祉委員会の土橋勇司委員長より声
かけがあり、委員であるとばめぐみと池田めぐ
みの両市議が参加しました。
　6月 11日にさいたま市手話言語条例が制定
されましたが、音声言語を獲得する前に失聴し
たろう者だけでなく、人生の途中で聴力を失っ
た中途失聴者や難聴者の方が感じる、日常生活
の中での困難や不便についてうかがいました。
「性能の良い補聴器は高額だが、5年ごとに4
万円台の補助のみ。対象機種も日本製で種類も
限られていることから、実態に即した補助がほ
しい。また、補聴器は精密機器であるため、雨
や湿気に弱い。タクシーチケットの利用などが
できるとありがたい」などのお話がありました。
　また、難聴・中途失聴者の方が使う手話や読
話（口の動きや表情から内容を理解する）の講
習会を拡充してほしいという要望のほか、中途
失聴者や難聴の方は手話を取得する苦労がある
ため、「要約筆記者」の重要性が語られました。

住民福祉の向上のため
積極的な対応を市に求める

に生活保護制度については、申請権の周知や相
談体制に課題があり、市民が必要な支援を十分
に受けられていない実情も明らかにされまし
た。参加者からは「生活保護が権利であること
を示すポスターを公共施設に掲示してほしい」
との要望がありましたが、市はかたくなにポス
ター掲示を拒みました。
　懇談に参加したとば市議は「国保税も水道料
金も県内一高いさいたま市。長引く物価高騰で
市民の暮らしが厳しいなか、他市がおこなって
いるお米券の配布や水道料金の引き下げ、学校
給食の無償化など、すべての市民を対象にした
支援がひとつもないのは問題だ。住民福祉の向
上という地方自治体の重要な役割を果たさせる
ため、今後も具体的な生活支援策を議会で求め
ていく」と述べました。

中途失聴者の切実な声を受けて
保健福祉委員会

じめてみた池田市議は「発言者の内容を、その
場で黒マジックで透明のシートに手書きし、プ
ロジェクターに映し出していく要約筆記者の技
術と仕事量に圧倒された」と話しました。その
他、区役所の窓口で上手にコミュニケーション
が取れなかった体験や、学校生活で耳が聞こえ
ないと言っていても、先生から「聞こえなかっ
たら教えてね」と言われた経験、耳のことで病
院に行くのに予約の方法が電話のみで困ってい
るなど、切実な声が寄せられました。
　手話通訳の経験があるとば市議は、手話を交
えながら「私たちが知ることからはじまる。改
善できるよう努力をしていく」と話しました。
会派をこえて、市独自の補助やとりくみができ
るよう、市に働きかけていきます。

3 人 1組での要約筆記

懇談に参加する（左から）池田市議、とば市議


